
「なぜ始めたか」「どのように始めたか」

東京都大田区

G（重度知的障害者28才 男性）

話題提供：母親 福井 恵



Gの生育歴

生活の中心
子ども療育センター

特別支援学校（小・中・高）

生活介護施設

福祉制度の利用（１７才～）
ショートステイ

移動支援



自立生活へのきっかけは...

２０才の時の移動支援中の事故

電車に接触し頭部裂傷

支援事業所（風雷社中）の誠意ある対応

入院に付き添ってくれた時の会話

母 「将来は地方の施設入所？」

風雷中村「地元で暮らせる方法がある。」

母 「？・・・」



なぜ踏み出せたのか？

躊躇する親心

Gの気持ちは？

父親の心配

風雷社中からの提案

やってみてだめならやめよう

=> 外泊練習をしてトライしよう



家族構成（自立生活開始時）

G    ２１才 重度知的障害者

父親 ５1才 会社員

母親 ５２才 専業主婦

姉 ２１才 軽度知的障害者

妹 １７才 高校2年生



どのように始めたか

3階建ての民家でシェアハウス
3階 Gの居室

2階 台所 シェアメイトの居室

1階 風呂 トイレ イベントスペース

イベントスペース責任者が管理人に

運営会議（風雷・G家族・管理人）
ルール決め

問題対応 等



一人暮らしの経費

必要経費
家賃

光熱費

生活費

小遣い

経費の出どころ
障害基礎年金

各種障害者手当



初代シェアメイトと

23歳の誕生会 イベントスペースにて



自立生活を始めてみて

本人Gの変化

意思伝達力の向上

発語の増加

親の変化

思い込み決めつけへの反省

Gを通しての新しい人間関係の広がり

家族も変わった

=> 新たな可能性が



そして現在
シェアハウスが取り壊され民間賃貸住宅へ
障害者の一人暮らしについての社会の不理解



そして現在（続き）
マイペースで一人暮らし満喫中



そして現在（続き）



今後の課題

金銭管理

健康管理

医療判断

薬の管理 等

次の住宅確保

民間アパート借り上げ困難

公営住宅入居Try



ありがとうございました

写真協力：元シェアメイト
フォトジャーナリスト 柴田大輔さん


